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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年8月27日(2020.8.27)

【公表番号】特表2019-523252(P2019-523252A)
【公表日】令和1年8月22日(2019.8.22)
【年通号数】公開・登録公報2019-034
【出願番号】特願2019-502725(P2019-502725)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 249/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 417/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 417/04     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  47/36     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  47/30     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  47/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   7/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  249/08     ５１３　
   Ｃ０７Ｄ  401/04     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ  417/14     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  403/04     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  417/04     　　　　
   Ａ０１Ｎ   47/36     １０１Ａ
   Ａ０１Ｎ   47/30     　　　Ｄ
   Ａ０１Ｎ   47/36     １０１Ｅ
   Ａ０１Ｎ   47/02     　　　　
   Ａ０１Ｎ   47/36     １０１Ｂ
   Ａ０１Ｐ    7/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年7月15日(2020.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）
【化１】
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の化合物または
式（Ｉ’）
【化２】

の化合物
（式中、Ｑは
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【化３】

から選択され；
Ａ1はＮまたはＣＲA1であり；
Ａ2はＮまたはＣＲA2であり；
Ａ3はＮまたはＣＲA3であり；
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Ａ4はＮまたはＣＲA4であり；
Ａ5はＮまたはＣＲA5であり；
Ａ6はＮまたはＣＲA6であり；
Ａ7はＯまたはＳであり；
ただし、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4、Ａ5およびＡ6の４つ以下がＮであり；
ＲA1、ＲA2、ＲA3、ＲA4、ＲA5およびＲA6は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニ
ル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、－（Ｃ0～Ｃ6アルキル）（Ｃ3-6シクロアルキル）、Ｃ1～Ｃ6

ハロアルキル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキニル、－（Ｃ0-6アルキル
）（Ｃ3～Ｃ6ハロシクロアルキル）、－（Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル）（Ｃ1～Ｃ3ハロアル
キル）、－（Ｃ0-6アルキル）－ヘテロシクリル、－（Ｃ0～Ｃ6アルキル）－ヘテロアリ
ール、ハロゲン、ＣＮ、－Ｃ1～Ｃ4アルキル－ＣＮ、－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル－ＣＮ、
ＮＯ2、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ－Ｃ1～Ｃ4

アルキル、－Ｓ－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）2

Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）（＝ＮＨ）Ｃ1～Ｃ6アルキル、－ＮＨ－Ｃ1～Ｃ6アルキ
ル、－Ｎ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）2、－ＮＨ－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、－Ｎ（Ｃ1～Ｃ6ア
ルキル）（Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｈ
、－Ｃ（＝Ｏ）Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、－Ｃ（＝Ｏ
）ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル）および－Ｃ（
＝Ｏ）Ｎ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）2から独立して選択され；
ＷはＮＲ1またはＯであり；
ＹはＯまたはＳであり；
Ｊは５員もしくは６員ヘテロアリールまたはヘテロシクリルであり、ここで、前記ヘテロ
アリールおよびヘテロシクリルは、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6ア
ルキニル、－（Ｃ0～Ｃ6アルキル）Ｃ3-8シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2～
Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキニル、－（Ｃ0-6アルキル）Ｃ3-8ハロシクロア
ルキル、－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、－（Ｃ0～Ｃ6アルキル）ヘ
テロシクリル、ハロゲン、ＣＮ、－Ｃ1～Ｃ4アルキル－ＣＮ、－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル
－ＣＮ、ＮＯ2、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、－（Ｃ1～Ｃ4アルキル
）（Ｃ1～Ｃ4アルコキシ）、－Ｓ－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6アルキル、
－Ｓ（＝Ｏ）2Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）（＝ＮＨ）Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ－Ｃ1

～Ｃ6ハロアルキル、－Ｓ（Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－Ｓ（＝Ｏ）2Ｃ1～Ｃ6ハロア
ルキル、－Ｓ（＝Ｏ）（＝ＮＨ）Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）、
－Ｎ（Ｃ2～Ｃ6アルキル）2、－ＮＨ（Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル）、－Ｎ（Ｃ1～Ｃ6アル
キル）（Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6アルキル）、ＣＨＯ、－Ｃ
（＝Ｏ）（Ｃ2～Ｃ6アルコキシ）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ）、－Ｃ（＝
Ｏ）ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル）および－Ｃ
（＝Ｏ）Ｎ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）2から独立して選択される１～３個の置換基で置換され
ているか、または、無置換であり；
Ａｒ1およびＡｒ2はフェニルおよびヘテロアリールから独立して選択され、ここで、前記
フェニルおよびヘテロアリールは、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6ア
ルキニル、（Ｃ0～Ｃ6アルキル）－Ｃ3-6シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2～
Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキニル、－（Ｃ0～Ｃ6アルキル）Ｃ3-6ハロシクロ
アルキル、－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、－（Ｃ0～Ｃ6アルキル）
ヘテロシクリル、ハロゲン、ＣＮ、－Ｃ1～Ｃ6アルキル－ＣＮ、－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキ
ル－ＣＮ、ＮＯ2、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、－（Ｃ1～Ｃ4アルキ
ル）（Ｃ1～Ｃ4アルコキシ）、－Ｓ－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6アルキル
、－Ｓ（＝Ｏ）2Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）（＝ＮＨ）Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ－
Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－Ｓ（Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－Ｓ（＝Ｏ）2Ｃ1～Ｃ6ハ
ロアルキル、－Ｓ（＝Ｏ）（＝ＮＨ）Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6アルキル
）、－Ｎ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）2、－ＮＨ（Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル）、－Ｎ（Ｃ1～Ｃ6
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アルキル）（Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6アルキル）、ＣＨＯ、
－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6アルコキシ）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ）、－Ｃ
（＝Ｏ）ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル）および
－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）2から独立して選択される１～３個の置換基により
置換されているか、または、無置換であり；
Ｒ1およびＲ2は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル、－（Ｃ0～Ｃ6アル
キル）Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル、－（Ｃ0～Ｃ6アルキル）Ｃ3-8ハロシクロアルキル、
Ｃ2～Ｃ6－アルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6－アルキニル、Ｃ2～Ｃ6ハロ
アルキニル、－（Ｃ1～Ｃ4アルキル）Ｏ（Ｃ1～Ｃ4アルキル）、－Ｓ－Ｃ1～Ｃ6アルキル
、－Ｓ－Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－Ｓ（＝Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）2－Ｃ1

～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－Ｓ（＝Ｏ）2－Ｃ1～Ｃ6ハロア
ルキル、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6アルコキシ）、－
Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）2、－Ｏ－
Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6アルコキシ）、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）、－Ｏ
－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）2および－Ｃ（＝Ｎ－Ｃ1～Ｃ4アルコキシ）－Ｃ1～
Ｃ4アルキルから独立して選択され；ただし、Ｒ1およびＲ2がＨとは異なる場合、Ｒ1およ
びＲ2は、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ3～Ｃ6シク
ロアルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキニル
、Ｃ3～Ｃ6ハロシクロアルキル、ハロゲン、ＣＮ、ＮＯ2、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ1～Ｃ

6ハロアルコキシ、－Ｓ－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（
＝Ｏ）2Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）（＝ＮＨ）Ｃ1～Ｃ6アルキル、－ＮＨ（Ｃ1～Ｃ

6アルキル）、－Ｎ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）2、－ＮＨ（Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル）、－Ｎ（
Ｃ1～Ｃ4アルキル）（Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6アルキル）、
－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6アルコキシ）、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）および－
Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6アルキル）から独立して選択される１～３個の置換基により置換さ
れているか、または、無置換であり；
Ｒ3は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、－（Ｃ0-6アルキル）Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ2

～Ｃ6－アルケニル、Ｃ2～Ｃ6－アルキニル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｈ、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6

－アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ0-6アルキル
）（Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ0-6アルキル）（Ｃ3～Ｃ6－シク
ロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ2～Ｃ6－アルケニル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ2～Ｃ6－ア
ルケニル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アル
キル）Ｓ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（
Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ0-6アルキル）フェニル、－（Ｃ0-6アルキル）－Ｏ－フェ
ニル、－Ｃ（＝Ｏ）－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）（ヘテロアリール）、－Ｃ（＝Ｏ）－（Ｃ

0～Ｃ6－アルキル）（ヘテロシクリル）、－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）（ヘテロアリール）
、－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）（ヘテロシクリル）、－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）－Ｏ－（ヘ
テロアリール）、－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）－Ｏ－（ヘテロシクリル）、－（Ｃ1～Ｃ6－
アルキル）ＯＣ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ

1～Ｃ6－アルキル）ＯＣ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）
－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）ＯＣ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－ア
ルキル）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）ＯＣ（＝Ｏ）（
Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｎ（Ｒ3a）Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ0-6アルキル）－フェニル、－
（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）ＯＣ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｎ（Ｒ3a）Ｃ（＝Ｏ）－
Ｏ－（Ｃ0-6アルキル）－ヘテロアリール、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）ＯＣ（＝Ｏ）（Ｃ1

～Ｃ6－アルキル）－Ｎ（Ｒ3a）Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ0-6アルキル）－ヘテロシクリル、
－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ3a）－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1

～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ3a）－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）－ヘテロアリール
－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
（Ｒ3a）－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）－ヘテロシクリル－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－ア
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ルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ3a）－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）
－ヘテロアリール、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ3a）－（Ｃ0～Ｃ6－ア
ルキル）－ヘテロシクリル、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）－ヘテロアリール、
－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）ヘテロシクリル、－（
Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ3a）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）（Ｎ（Ｒ3a）（
Ｒ3b））（Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ3a）（Ｃ

1～Ｃ6－アルキル）（Ｎ（Ｒ3a）（Ｒ3b））、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）－
Ｎ（Ｒ3a）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｎ（Ｒ3a）Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）
、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ3a）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｎ（Ｒ3a

）Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）（Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキ
ル）－Ｃ（＝Ｏ）－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）ヘテロアリール－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ1～
Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）－
ヘテロシクリル－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）
－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｏ－Ｃ（
＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ3～Ｃ6

－シクロアルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－（Ｃ0～Ｃ6－アルキ
ル）ヘテロアリール、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ0～Ｃ6－アルキル
）ヘテロシクリル、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル
）－Ｎ（Ｒ3a）Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）－
ＮＲ3aＲ3b、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｏ－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）ヘテロアリールお
よび－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｏ－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）ヘテロシクリルから選択さ
れ；
ここで、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、アルキニル、フェニル、ヘテロアリー
ルおよびヘテロシクリルは各々、ハロゲン、ＣＮ、ＮＯ2、ＮＲ3aＲ3b、Ｃ1～Ｃ6－アル
キル、Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6－ハロシクロアル
キル、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1～Ｃ6－ハロアルコキシ、Ｃ2～Ｃ6－アルケニル、Ｃ2

～Ｃ6－アルキニル、－Ｓ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｓ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－アルキ
ル）、－Ｓ（＝Ｏ）2（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｏ－Ｓ（＝Ｏ）2（Ｃ1～Ｃ6－アルキル
）、－Ｏ－Ｓ（＝Ｏ）2（Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｈ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ
Ｈ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ3aＲ3b、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）ＮＲ3aＲ3b、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ

1～Ｃ6－アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6

－ハロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ3～
Ｃ6－シクロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）
（Ｃ2～Ｃ6－アルケニル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ2～Ｃ6－アルケニル）、－（Ｃ1～Ｃ6－
アルキル）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｓ（Ｃ1～Ｃ6－アルキ
ル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、フェ
ニル、－Ｏ－フェニル、－Ｓｉ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）3、－Ｓ（＝Ｏ）ＮＲ3aＲ3b、－
Ｓ（＝Ｏ）2ＮＲ3aＲ3b、ヘテロアリールおよびヘテロシクリルから独立して選択される
１個以上の置換基で置換されているか、または、無置換であり；
Ｚは４～７員ヘテロシクリルまたはヘテロアリールであり、このヘテロシクリルまたはヘ
テロアリールは、ハロゲン、ＣＮ、ＮＯ2、オキソ、ヒドロキシ、－ＮＲZaＲZb、Ｃ1～Ｃ

6－アルキル、Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6－ハロシ
クロアルキル、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1～Ｃ6－ハロアルコキシ、Ｃ2～Ｃ6－アルケニ
ル、Ｃ2～Ｃ6－アルキニル、－Ｓ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｓ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－
アルキル）、－Ｓ（＝Ｏ）2（Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル）、－ＯＳ（＝Ｏ）2（Ｃ1～Ｃ6－
アルキル）、－ＯＳ（＝Ｏ）2（Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｈ、－Ｃ（＝
Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲZaＲZb、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）ＮＲZaＲZb、－Ｃ（＝Ｏ
）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ

1～Ｃ6－ハロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（
Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル）、－Ｃ（＝
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Ｏ）（Ｃ2～Ｃ6－アルケニル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ2～Ｃ6－アルケニル）、－（Ｃ1～
Ｃ6－アルキル）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｓ（Ｃ1～Ｃ6－
アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）
、フェニル、－Ｏ－フェニル、－Ｓｉ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）3、－Ｓ（＝Ｏ）ＮＲZaＲZ

b、－Ｓ（Ｏ）2ＮＲZaＲZb、ヘテロアリールおよびヘテロシクリルから独立して選択され
る１個もしくは２個の置換基で置換されているか、または、無置換であり；
ここで、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、アルキニル、フェニル、ヘテロアリー
ルおよびヘテロシクリル置換基は各々、ハロゲン、ＣＮ、ＮＯ2、ＮＲZaＲZb、Ｃ1～Ｃ6

－アルキル、Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6－ハロシク
ロアルキル、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1～Ｃ6－ハロアルコキシ、Ｃ2～Ｃ6－アルケニル
、Ｃ2～Ｃ6－アルキニル、－Ｓ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｓ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－ア
ルキル）、－Ｓ（＝Ｏ）2（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｏ－Ｓ（＝Ｏ）2（Ｃ1～Ｃ6－アル
キル）、－Ｏ－Ｓ（＝Ｏ）2（Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｈ、－Ｃ（＝Ｏ
）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲZaＲZb、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）ＮＲZaＲZb、－Ｃ（＝Ｏ）
（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1

～Ｃ6－ハロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（
Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル）、－Ｃ（＝
Ｏ）（Ｃ2～Ｃ6－アルケニル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ2～Ｃ6－アルケニル）、－（Ｃ1～
Ｃ6－アルキル）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｓ（Ｃ1～Ｃ6－
アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）
、フェニル、－Ｏ－フェニル、－Ｓｉ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）3、－Ｓ（＝Ｏ）ＮＲZaＲZ

b、－Ｓ（＝Ｏ）2ＮＲZaＲZb、ヘテロアリールおよびヘテロシクリルから独立して選択さ
れる１個以上の置換基で置換されているか、または、無置換であり；
Ｒ3a、Ｒ3b、ＲZaおよびＲZbは、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ

3～Ｃ6－シクロアルキルおよびＣ1～Ｃ6－アルコキシから独立して選択される）
または、その農芸化学的に許容可能な塩、立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
【請求項２】
　式（Ｉａ）

【化４】

の請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　式（Ｉｂ）
【化５】

の請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　式（Ｉｃ）
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【化６】

の請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
　式（Ｉｄ）
【化７】

の請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　式（Ｉｅ）

【化８】

の請求項１に記載の化合物。
【請求項７】
　式（Ｉｆ）
【化９】

の請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｑが
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【化１０】

であり；
ＷがＮＨであり；
ＹがＯまたはＳであり；
Ｒ2が、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6アルキルおよびＣ1～Ｃ6ハロアルキルから選択され；
Ｊが

【化１１】

であり；
Ａｒ1が、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルコキシお
よびＣ1～Ｃ6ハロアルコキシから独立して選択される１～３個の置換基により置換されて
いるか、または、無置換であるフェニルであり；
Ａｒ2が、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4アルコキシお
よびＣ1～Ｃ4ハロアルコキシから独立して選択される１～３個の置換基により置換されて
いるか、または、無置換であるフェニルである、
請求項１～７のいずれか一項に記載の化合物、または、その農芸化学的に許容可能な塩、
立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
【請求項９】
　Ｑが
【化１２】

であり；
ＹがＯまたはＳであり；
Ｊが
【化１３】

であり；
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Ａｒ1が
【化１４】

であり；
Ｒaが、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよ
びＣ1～Ｃ6ハロアルコキシから選択され；
Ａｒ2が
【化１５】

であり；
ＲbおよびＲcが、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6アルキルおよびハロゲンから独立して選択され；好ましく
は、Ｒbが、Ｃ1～Ｃ6アルキルであり、ならびに、ＲcがＨであり、より好ましくは、Ｒb

がイソプロピルであり、ならびに、ＲcがＨである、
請求項１～７のいずれか一項に記載の化合物、または、その農芸化学的に許容可能な塩、
立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
【請求項１０】
　Ｑが
【化１６】

であり；
Ａｒ2が、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4アルコキシお
よびＣ1～Ｃ4ハロアルコキシから独立して選択される１～３個の置換基により置換されて
いるか、または、無置換であるフェニルであり；
Ｚが４～７員ヘテロシクリルまたはヘテロアリールであり、このヘテロシクリルまたはヘ
テロアリールは、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、オキソおよびヒドロキシか
ら独立して選択される１個もしくは２個の置換基で置換されているか、または、無置換で
ある、
請求項１～７のいずれか一項に記載の化合物、または、その農芸化学的に許容可能な塩、
立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
【請求項１１】
　Ｑが
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【化１７】

であり；
Ａｒ2が
【化１８】

であり；
ＲbおよびＲcが、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6アルキルおよびハロゲンから独立して選択され；好ましく
は、Ｒbが、Ｃ1～Ｃ6アルキルであり、ならびに、ＲcがＨであり、より好ましくは、Ｒb

がイソプロピルであり、ならびに、ＲcがＨであり；
Ｚが５もしくは６員ヘテロシクリルまたはヘテロアリールであり、このヘテロシクリルま
たはヘテロアリールは、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、オキソおよびヒドロキシから独立して選択
される１個もしくは２個の置換基で置換されているか、または、無置換である、
請求項１～７のいずれか一項に記載の化合物、または、その農芸化学的に許容可能な塩、
立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
【請求項１２】
　Ｑが

【化１９】

であり；
Ａｒ2が
【化２０】

であり；
ＲbおよびＲcが、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6アルキルおよびハロゲンから独立して選択され；好ましく
は、Ｒbが、Ｃ1～Ｃ6アルキルであり、ならびに、ＲcがＨであり、より好ましくは、Ｒb
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がイソプロピルであり、ならびに、ＲcがＨであり；
Ｚが５員ヘテロシクリルまたはヘテロアリールであり、このヘテロシクリルまたはヘテロ
アリールは、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、オキソおよびヒドロキシから独立して選択される１個
もしくは２個の置換基で置換されているか、または、無置換である、
請求項１～７のいずれか一項に記載の化合物、または、その農芸化学的に許容可能な塩、
立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
【請求項１３】
　Ｑが
【化２１】

であり；
Ａｒ2が
【化２２】

であり；
ＲbおよびＲcが、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6アルキルおよびハロゲンから独立して選択され；好ましく
は、Ｒbが、Ｃ1～Ｃ6アルキルであり、ならびに、ＲcがＨであり、より好ましくは、Ｒb

がイソプロピルであり、ならびに、ＲcがＨであり；
Ｚが５もしくは６員ヘテロシクリルまたはヘテロアリールであり、このヘテロシクリルま
たはヘテロアリールは、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、オキソおよびヒドロキシから独立して選択
される１個もしくは２個の置換基で置換されているか、または、無置換である、
請求項１～７のいずれか一項に記載の化合物、または、その農芸化学的に許容可能な塩、
立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
【請求項１４】
　Ｑが

【化２３】

であり；
Ａｒ2が
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【化２４】

であり；
ＲbおよびＲcが、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6アルキルおよびハロゲンから独立して選択され；好ましく
は、Ｒbが、Ｃ1～Ｃ6アルキルであり、ならびに、ＲcがＨであり、より好ましくは、Ｒb

がイソプロピルであり、ならびに、ＲcがＨであり；
Ｚが５員ヘテロシクリルまたはヘテロアリールであり、このヘテロシクリルまたはヘテロ
アリールは、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、オキソおよびヒドロキシから独立して選択される１個
もしくは２個の置換基で置換されているか、または、無置換である、
請求項１～７のいずれか一項に記載の化合物、または、その農芸化学的に許容可能な塩、
立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
【請求項１５】
　活性処方成分としての請求項１～１４のいずれか一項に記載の少なくとも１種の化合物
、または、その農芸化学的に許容可能な塩、立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシドと、
少なくとも１種の助剤とを含む殺有害生物組成物。
【請求項１６】
　１種以上の他の殺虫的に、殺ダニ的に、殺線虫的に、および／または、殺菌・殺カビ的
に活性な薬剤をさらに含む、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　有害生物を防除する方法であって、ヒトの身体に適用される方法を除く、請求項１５ま
たは１６に記載の組成物を前記有害生物またはその環境に適用するステップを含む方法。
【請求項１８】
　有害生物による攻撃から植物繁殖体を保護する方法であって、前記繁殖体または前記繁
殖体が植えられる場所を、請求項１５または１６に記載の組成物で処理するステップを含
む方法。
【請求項１９】
　コーティングされた植物繁殖体であって、前記植物繁殖体の前記コーティングが請求項
１～１３のいずれか一項に記載されている化合物を含む植物繁殖体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８８】
　以下の化合物は２００ｐｐｍの施用量で少なくとも８０％の死亡率をもたらした：Ｐ２
．１、Ｐ２．２、Ｐ２．３、Ｐ２．４およびＰ２．１２。
　本発明のまた別の態様は、以下のとおりであってもよい。
〔１〕式（Ｉ）
　　〔化１〕
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の化合物または
式（Ｉ’）
　　〔化２〕

の化合物
（式中、Ｑは
　　〔化３〕
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から選択され；
Ａ1はＮまたはＣＲA1であり；
Ａ2はＮまたはＣＲA2であり；
Ａ3はＮまたはＣＲA3であり；
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Ａ4はＮまたはＣＲA4であり；
Ａ5はＮまたはＣＲA5であり；
Ａ6はＮまたはＣＲA6であり；
Ａ7はＯまたはＳであり；
ただし、Ａ1、Ａ2、Ａ3、Ａ4、Ａ5およびＡ6の４つ以下がＮであり；
ＲA1、ＲA2、ＲA3、ＲA4、ＲA5およびＲA6は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニ
ル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、－（Ｃ0～Ｃ6アルキル）（Ｃ3-6シクロアルキル）、Ｃ1～Ｃ6

ハロアルキル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキニル、－（Ｃ0-6アルキル
）（Ｃ3～Ｃ6ハロシクロアルキル）、－（Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル）（Ｃ1～Ｃ3ハロアル
キル）、－（Ｃ0-6アルキル）－ヘテロシクリル、－（Ｃ0～Ｃ6アルキル）－ヘテロアリ
ール、ハロゲン、ＣＮ、－Ｃ1～Ｃ4アルキル－ＣＮ、－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル－ＣＮ、
ＮＯ2、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ－Ｃ1～Ｃ4

アルキル、－Ｓ－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）2

Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）（＝ＮＨ）Ｃ1～Ｃ6アルキル、－ＮＨ－Ｃ1～Ｃ6アルキ
ル、－Ｎ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）2、－ＮＨ－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、－Ｎ（Ｃ1～Ｃ6ア
ルキル）（Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｈ
、－Ｃ（＝Ｏ）Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、－Ｃ（＝Ｏ
）ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル）および－Ｃ（
＝Ｏ）Ｎ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）2から独立して選択され；
ＷはＮＲ1またはＯであり；
ＹはＯまたはＳであり；
Ｊは５員もしくは６員ヘテロアリールまたはヘテロシクリルであり、ここで、前記ヘテロ
アリールおよびヘテロシクリルは、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6ア
ルキニル、－－（Ｃ0～Ｃ6アルキル）Ｃ3-8シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2

～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキニル、－（Ｃ0-6アルキル）Ｃ3-8ハロシクロ
アルキル、－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、－（Ｃ0～Ｃ6アルキル）
ヘテロシクリル、ハロゲン、ＣＮ、－Ｃ1～Ｃ4アルキル－ＣＮ、－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキ
ル－ＣＮ、ＮＯ2、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、－（Ｃ1～Ｃ4アルキ
ル）（Ｃ1～Ｃ4アルコキシ）、－Ｓ－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6アルキル
、－Ｓ（＝Ｏ）2Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）（＝ＮＨ）Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ－
Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－Ｓ（Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－Ｓ（＝Ｏ）2Ｃ1～Ｃ6ハ
ロアルキル、－Ｓ（＝Ｏ）（＝ＮＨ）Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6アルキル
）、－Ｎ（Ｃ2～Ｃ6アルキル）2、－ＮＨ（Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル）、－Ｎ（Ｃ1～Ｃ6

アルキル）（Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6アルキル）、ＣＨＯ、
－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ2～Ｃ6アルコキシ）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ）、－Ｃ
（＝Ｏ）ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル）および
－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）2から独立して選択される１～３個の置換基で置換
されているか、または、無置換であり；
Ａｒ1およびＡｒ2はフェニルおよびヘテロアリールから独立して選択され、ここで、前記
フェニルおよびヘテロアリールは、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6ア
ルキニル、（Ｃ0～Ｃ6アルキル）－Ｃ3-6シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2～
Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキニル、－（Ｃ0～Ｃ6アルキル）Ｃ3-6ハロシクロ
アルキル、－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル－Ｃ1～Ｃ3ハロアルキル、－（Ｃ0～Ｃ6アルキル）
ヘテロシクリル、ハロゲン、ＣＮ、－Ｃ1～Ｃ6アルキル－ＣＮ、－Ｃ3～Ｃ6シクロアルキ
ル－ＣＮ、ＮＯ2、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、－（Ｃ1～Ｃ4アルキ
ル）（Ｃ1～Ｃ4アルコキシ）、－Ｓ－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6アルキル
、－Ｓ（＝Ｏ）2Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）（＝ＮＨ）Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ－
Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－Ｓ（Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－Ｓ（＝Ｏ）2Ｃ1～Ｃ6ハ
ロアルキル、－Ｓ（＝Ｏ）（＝ＮＨ）Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6アルキル
）、－Ｎ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）2、－ＮＨ（Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル）、－Ｎ（Ｃ1～Ｃ6
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アルキル）（Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6アルキル）、ＣＨＯ、
－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6アルコキシ）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ）、－Ｃ
（＝Ｏ）ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル）および
－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）2から独立して選択される１～３個の置換基により
置換されているか、または、無置換であり；
Ｒ1およびＲ2は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル、－（Ｃ0～Ｃ6アル
キル）Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル、－（Ｃ0～Ｃ6アルキル）Ｃ3-8ハロシクロアルキル、
Ｃ2～Ｃ6－アルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6－アルキニル、Ｃ2～Ｃ6ハロ
アルキニル、－（Ｃ1～Ｃ4アルキル）Ｏ（Ｃ1～Ｃ4アルキル）、－Ｓ－Ｃ1～Ｃ6アルキル
、－Ｓ－Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－Ｓ（＝Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）2－Ｃ1

～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－Ｓ（＝Ｏ）2－Ｃ1～Ｃ6ハロア
ルキル、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6アルコキシ）、－
Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）2、－Ｏ－
Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6アルコキシ）、－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）、－Ｏ
－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）2および－Ｃ（＝Ｎ－Ｃ1～Ｃ4アルコキシ）－Ｃ1～
Ｃ4アルキルから独立して選択され；ただし、Ｒ1およびＲ2がＨとは異なる場合、Ｒ1およ
びＲ2は、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ3～Ｃ6シク
ロアルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6ハロアルキニル
、Ｃ3～Ｃ6ハロシクロアルキル、ハロゲン、ＣＮ、ＮＯ2、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ1～Ｃ

6ハロアルコキシ、－Ｓ－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）－Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（
＝Ｏ）2Ｃ1～Ｃ6アルキル、－Ｓ（＝Ｏ）（＝ＮＨ）Ｃ1～Ｃ6アルキル、－ＮＨ（Ｃ1～Ｃ

6アルキル）、－Ｎ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）2、－ＮＨ（Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル）、－Ｎ（
Ｃ1～Ｃ4アルキル）（Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6アルキル）、
－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＨ（Ｃ1～Ｃ6アルキル）および－Ｃ
（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6アルキル）から独立して選択される１～３個の置換基により置換され
ているか、または、無置換であり；
Ｒ3は、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、－（Ｃ0-6アルキル）Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ2

～Ｃ6－アルケニル、Ｃ2～Ｃ6－アルキニル、－Ｃ（＝Ｏ）Ｈ、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6

－アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ0-6アルキル
）（Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ0-6アルキル）（Ｃ3～Ｃ6－シク
ロアルキル）－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ2～Ｃ6－アルケニル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ2～Ｃ6－アル
ケニル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキ
ル）Ｓ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ

1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ0-6アルキル）フェニル、－（Ｃ0-6アルキル）－Ｏ－フェニ
ル、－Ｃ（＝Ｏ）－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）（ヘテロアリール）、－Ｃ（＝Ｏ）－（Ｃ0

～Ｃ6－アルキル）（ヘテロシクリル）、－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）（ヘテロアリール）
、－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）（ヘテロシクリル）、－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）－Ｏ－（ヘ
テロアリール）、－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）－Ｏ－（ヘテロシクリル）、－（Ｃ1～Ｃ6－
アルキル）ＯＣ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ

1～Ｃ6－アルキル）ＯＣ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）
－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）ＯＣ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－ア
ルキル）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）ＯＣ（＝Ｏ）（
Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｎ（Ｒ3a）Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ0-6アルキル）－フェニル、－
（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）ＯＣ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｎ（Ｒ3a）Ｃ（＝Ｏ）－
Ｏ－（Ｃ0-6アルキル）－ヘテロアリール、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）ＯＣ（＝Ｏ）（Ｃ1

～Ｃ6－アルキル）－Ｎ（Ｒ3a）Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ0-6アルキル）－ヘテロシクリル、
－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ3a）－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1

～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ3a）－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）－ヘテロアリール
－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ
（Ｒ3a）－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）－ヘテロシクリル－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－ア
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ルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ3a）－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）
－ヘテロアリール、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）Ｎ（Ｒ3a）－（Ｃ0～Ｃ6－ア
ルキル）－ヘテロシクリル、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）－ヘテロアリール、
－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）ヘテロシクリル、－（
Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ3a）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）（Ｎ（Ｒ3a）（
Ｒ3b））（Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ3a）（Ｃ

1～Ｃ6－アルキル）（Ｎ（Ｒ3a）（Ｒ3b））、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）－
Ｎ（Ｒ3a）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｎ（Ｒ3a）Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）
、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｃ（＝Ｏ）－Ｎ（Ｒ3a）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｎ（Ｒ3a

）Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）（Ｃ（＝Ｏ）ＯＨ）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキ
ル）－Ｃ（＝Ｏ）－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）ヘテロアリール－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ1～
Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）
－Ｃ（＝Ｏ）－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）－ヘテロシクリル－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6

－アルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル
）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6

－アルキル）－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル
）－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）ヘテロアリール、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル
）－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）ヘテロシクリル、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）
－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｎ（Ｒ3a）Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－（Ｃ1～Ｃ6－
アルキル）、－（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）－ＮＲ3aＲ3b、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｏ－
（Ｃ0～Ｃ6－アルキル）ヘテロアリールおよび－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）－Ｏ－（Ｃ0～
Ｃ6－アルキル）ヘテロシクリルから選択され；
ここで、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、アルキニル、フェニル、ヘテロアリー
ルおよびヘテロシクリルは各々、ハロゲン、ＣＮ、ＮＯ2、ＮＲ3aＲ3b、Ｃ1～Ｃ6－アル
キル、Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6－ハロシクロアル
キル、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1～Ｃ6－ハロアルコキシ、Ｃ2～Ｃ6－アルケニル、Ｃ2

～Ｃ6－アルキニル、－Ｓ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｓ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－アルキ
ル）、－Ｓ（＝Ｏ）2（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｏ－Ｓ（＝Ｏ）2（Ｃ1～Ｃ6－アルキル
）、－Ｏ－Ｓ（＝Ｏ）2（Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｈ、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ
Ｈ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ3aＲ3b、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）ＮＲ3aＲ3b、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ

1～Ｃ6－アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6

－ハロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ3～
Ｃ6－シクロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）
（Ｃ2～Ｃ6－アルケニル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ2～Ｃ6－アルケニル）、－（Ｃ1～Ｃ6－
アルキル）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｓ（Ｃ1～Ｃ6－アルキ
ル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、フェ
ニル、－Ｏ－フェニル、－Ｓｉ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）3、－Ｓ（＝Ｏ）ＮＲ3aＲ3b、－
Ｓ（＝Ｏ）2ＮＲ3aＲ3b、ヘテロアリールおよびヘテロシクリルから独立して選択される
１個以上の置換基で置換されているか、または、無置換であり；
Ｚは４～７員ヘテロシクリルまたはヘテロアリールであり、このヘテロシクリルまたはヘ
テロアリールは、ハロゲン、ＣＮ、ＮＯ2、オキソ、ヒドロキシ、－ＮＲZaＲZb、Ｃ1～Ｃ

6－アルキル、Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6－ハロシ
クロアルキル、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1～Ｃ6－ハロアルコキシ、Ｃ2～Ｃ6－アルケニ
ル、Ｃ2～Ｃ6－アルキニル、－Ｓ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｓ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－
アルキル）、－Ｓ（＝Ｏ）2（Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル）、－ＯＳ（＝Ｏ）2（Ｃ1～Ｃ6－
アルキル）、－ＯＳ（＝Ｏ）2（Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｈ、－Ｃ（＝
Ｏ）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲZaＲZb、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）ＮＲZaＲZb、－Ｃ（＝Ｏ
）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ

1～Ｃ6－ハロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（
Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル）、－Ｃ（＝
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Ｏ）（Ｃ2～Ｃ6－アルケニル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ2～Ｃ6－アルケニル）、－（Ｃ1～
Ｃ6－アルキル）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｓ（Ｃ1～Ｃ6－
アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）
、フェニル、－Ｏ－フェニル、－Ｓｉ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）3、－Ｓ（＝Ｏ）ＮＲZaＲZ

b、－Ｓ（Ｏ）2ＮＲZaＲZb、ヘテロアリールおよびヘテロシクリルから独立して選択され
る１個もしくは２個の置換基で置換されているか、または、無置換であり；
ここで、アルキル、シクロアルキル、アルケニル、アルキニル、フェニル、ヘテロアリー
ルおよびヘテロシクリル置換基は各々、ハロゲン、ＣＮ、ＮＯ2、ＮＲZaＲZb、Ｃ1～Ｃ6

－アルキル、Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6－ハロシク
ロアルキル、Ｃ1～Ｃ6－アルコキシ、Ｃ1～Ｃ6－ハロアルコキシ、Ｃ2～Ｃ6－アルケニル
、Ｃ2～Ｃ6－アルキニル、－Ｓ－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｓ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－ア
ルキル）、－Ｓ（＝Ｏ）2（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｏ－Ｓ（＝Ｏ）2（Ｃ1～Ｃ6－アル
キル）、－Ｏ－Ｓ（＝Ｏ）2（Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｈ、－Ｃ（＝Ｏ
）ＯＨ、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲZaＲZb、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）ＮＲZaＲZb、－Ｃ（＝Ｏ）
（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1

～Ｃ6－ハロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（
Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ3～Ｃ6－シクロアルキル）、－Ｃ（＝
Ｏ）（Ｃ2～Ｃ6－アルケニル）、－Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ2～Ｃ6－アルケニル）、－（Ｃ1～
Ｃ6－アルキル）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）、－（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｓ（Ｃ1～Ｃ6－
アルキル）、－Ｃ（＝Ｏ）（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）Ｃ（＝Ｏ）Ｏ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）
、フェニル、－Ｏ－フェニル、－Ｓｉ（Ｃ1～Ｃ6－アルキル）3、－Ｓ（＝Ｏ）ＮＲZaＲZ

b、－Ｓ（＝Ｏ）2ＮＲZaＲZb、ヘテロアリールおよびヘテロシクリルから独立して選択さ
れる１個以上の置換基で置換されているか、または、無置換であり；
Ｒ3a、Ｒ3b、ＲZaおよびＲZbは、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ1～Ｃ6－ハロアルキル、Ｃ

3～Ｃ6－シクロアルキルおよびＣ1～Ｃ6－アルコキシから独立して選択される）
または、その農芸化学的に許容可能な塩、立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
〔２〕式（Ｉａ）
　　〔化４〕

の前記〔１〕に記載の化合物。
〔３〕式（Ｉｂ）
　　〔化５〕

の前記〔１〕に記載の化合物。
〔４〕式（Ｉｃ）
　　〔化６〕
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の前記〔１〕に記載の化合物。
〔５〕式（Ｉｄ）
　　〔化７〕

の前記〔１〕に記載の化合物。
〔６〕式（Ｉｅ）
　　〔化８〕

の前記〔１〕に記載の化合物。
〔７〕式（Ｉｆ）
　　〔化９〕

の１に記載の化合物。
〔８〕Ｑが
　　〔化１０〕

であり；
ＷがＮＨであり；
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ＹがＯまたはＳであり；
Ｒ2が、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6アルキルおよびＣ1～Ｃ6ハロアルキルから選択され；
Ｊが
　　〔化１１〕

であり；
Ａｒ1が、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルコキシお
よびＣ1～Ｃ6ハロアルコキシから独立して選択される１～３個の置換基により置換されて
いるか、または、無置換であるフェニルであり；
Ａｒ2が、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4アルコキシお
よびＣ1～Ｃ4ハロアルコキシから独立して選択される１～３個の置換基により置換されて
いるか、または、無置換であるフェニルである、
前記〔１〕～〔７〕のいずれか一項に記載の化合物、または、その農芸化学的に許容可能
な塩、立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
〔９〕Ｑが
　　〔化１２〕

であり；
ＹがＯまたはＳであり；
Ｊが
　　〔化１３〕

であり；
Ａｒ1が
　　〔化１４〕

であり；
Ｒaが、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルコキシおよ



(22) JP 2019-523252 A5 2020.8.27

びＣ1～Ｃ6ハロアルコキシから選択され；
Ａｒ2が
　　〔化１５〕

であり；
ＲbおよびＲcが、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6アルキルおよびハロゲンから独立して選択され；好ましく
は、Ｒbが、Ｃ1～Ｃ6アルキルであり、ならびに、ＲcがＨであり、より好ましくは、Ｒb

がイソプロピルであり、ならびに、ＲcがＨである、
前記〔１〕～〔７〕のいずれか一項に記載の化合物、または、その農芸化学的に許容可能
な塩、立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
〔１０〕Ｑが
　　〔化１６〕

であり；
Ａｒ2が、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ4アルコキシお
よびＣ1～Ｃ4ハロアルコキシから独立して選択される１～３個の置換基により置換されて
いるか、または、無置換であるフェニルであり；
Ｚが４～７員ヘテロシクリルまたはヘテロアリールであり、このヘテロシクリルまたはヘ
テロアリールは、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、オキソおよびヒドロキシか
ら独立して選択される１個もしくは２個の置換基で置換されているか、または、無置換で
ある、
前記〔１〕～〔７〕のいずれか一項に記載の化合物、または、その農芸化学的に許容可能
な塩、立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
〔１１〕Ｑが
　　〔化１７〕

であり；
Ａｒ2が
　　〔化１８〕
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であり；
ＲbおよびＲcが、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6アルキルおよびハロゲンから独立して選択され；好ましく
は、Ｒbが、Ｃ1～Ｃ6アルキルであり、ならびに、ＲcがＨであり、より好ましくは、Ｒb

がイソプロピルであり、ならびに、ＲcがＨであり；
Ｚが５もしくは６員ヘテロシクリルまたはヘテロアリールであり、このヘテロシクリルま
たはヘテロアリールは、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、オキソおよびヒドロキシから独立して選択
される１個もしくは２個の置換基で置換されているか、または、無置換である、
前記〔１〕～〔７〕のいずれか一項に記載の化合物、または、その農芸化学的に許容可能
な塩、立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
〔１２〕Ｑが
　　〔化１９〕

であり；
Ａｒ2が
　　〔化２０〕

であり；
ＲbおよびＲcが、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6アルキルおよびハロゲンから独立して選択され；好ましく
は、Ｒbが、Ｃ1～Ｃ6アルキルであり、ならびに、ＲcがＨであり、より好ましくは、Ｒb

がイソプロピルであり、ならびに、ＲcがＨであり；
Ｚが５員ヘテロシクリルまたはヘテロアリールであり、このヘテロシクリルまたはヘテロ
アリールは、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、オキソおよびヒドロキシから独立して選択される１個
もしくは２個の置換基で置換されているか、または、無置換である、
前記〔１〕～〔７〕のいずれか一項に記載の化合物、または、その農芸化学的に許容可能
な塩、立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
〔１３〕Ｑが
　　〔化２１〕
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であり；
Ａｒ2が
　　〔化２２〕

であり；
ＲbおよびＲcが、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6アルキルおよびハロゲンから独立して選択され；好ましく
は、Ｒbが、Ｃ1～Ｃ6アルキルであり、ならびに、ＲcがＨであり、より好ましくは、Ｒb

がイソプロピルであり、ならびに、ＲcがＨであり；
Ｚが５もしくは６員ヘテロシクリルまたはヘテロアリールであり、このヘテロシクリルま
たはヘテロアリールは、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、オキソおよびヒドロキシから独立して選択
される１個もしくは２個の置換基で置換されているか、または、無置換である、
前記〔１〕～〔７〕のいずれか一項に記載の化合物、または、その農芸化学的に許容可能
な塩、立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
〔１４〕Ｑが
　　〔化２３〕

であり；
Ａｒ2が
　　〔化２４〕

であり；
ＲbおよびＲcが、Ｈ、Ｃ1～Ｃ6アルキルおよびハロゲンから独立して選択され；好ましく
は、Ｒbが、Ｃ1～Ｃ6アルキルであり、ならびに、ＲcがＨであり、より好ましくは、Ｒb

がイソプロピルであり、ならびに、ＲcがＨであり；
Ｚが５員ヘテロシクリルまたはヘテロアリールであり、このヘテロシクリルまたはヘテロ
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アリールは、Ｃ1～Ｃ6－アルキル、オキソおよびヒドロキシから独立して選択される１個
もしくは２個の置換基で置換されているか、または、無置換である、
前記〔１〕～〔７〕のいずれか一項に記載の化合物、または、その農芸化学的に許容可能
な塩、立体異性体、互変異性体、Ｎ－オキシド。
〔１５〕活性処方成分としての前記〔１〕～〔１４〕のいずれか一項に記載の少なくとも
１種の化合物、または、その農芸化学的に許容可能な塩、立体異性体、互変異性体、Ｎ－
オキシドと、少なくとも１種の助剤とを含む殺有害生物組成物。
〔１６〕１種以上の他の殺虫的に、殺ダニ的に、殺線虫的に、および／または、殺菌・殺
カビ的に活性な薬剤をさらに含む、前記〔１５〕に記載の組成物。
〔１７〕有害生物を防除する方法であって、手術または治療によるヒトまたは動物の身体
の処置方法、および、前記ヒトまたは動物の身体において実施される診断方法を除く、前
記〔１５〕または〔１６〕に記載の組成物を前記有害生物またはその環境に適用するステ
ップを含む方法。
〔１８〕有害生物による攻撃から植物繁殖体を保護する方法であって、前記繁殖体または
前記繁殖体が植えられる場所を、前記〔１５〕または〔１６〕に記載の組成物で処理する
ステップを含む方法。
〔１９〕コーティングされた植物繁殖体であって、前記植物繁殖体の前記コーティングが
前記〔１〕～〔１３〕のいずれか一項に記載されている化合物を含む植物繁殖体。
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